
と
つ
さ
の
手
当
 

あ

わ
て
ず

に
 )
 

イ
ビ
キ
を
か
い

て
 

△
倒
れ
た

（
年
輩

の
人
で
赤
い
顔
、
 

い
る
）
 

①
脳
卒
中
が
多
い

倒
れ
た
場
所
に

ね
か
せ
る
。
絶

体
に
動
か
さ
な
 

い
。
 

②
 
す
ぐ
内
科
医
を
呼
ぶ
。
 

③
 
枕
を
高
く
、
着
物
を
ゆ
る

め
、
体
を
動
か
さ
た
い

よ
う

に
す
る
。
 

④
 
暗
く
し
て
暑
か
つ
た
ら

風
 

通
し
を
よ
く
す
る
。
 

⑤
 
吐
気
の
あ
る
と
き
は
頭
を

そ
つ
と
横
に
む
け

て
吐
か
せ

る
。
気
管
に
入
る
と
呼

吸
が

困
難
に
な
る
の
で
注
意
の

こ

と
。
 

△
突
然
心
臓
が
激
し
く
痛
む
。
 

①
 
た
ぷ
ん

狭
心
症
で
す
。
絶

体
安
静

に
し
大
急
ぎ

で
内
科

医
を
呼
ぶ
。
 

②
 
カ
ラ
ッ
湿
布
を
胸
、

背
、
 

ふ
く
ら
は
ぎ
に
。
温
湿
布
は

心
臓
部
に
。
 

③
 
手
足
を
あ
た
た
め
る
。
 コ
 

ー
ヒ
ー
か
ブ
ド

ウ
酒
を
少
量

の
ま
せ
る
。
 

（昭和33年9月10日第3種郵便物認可）第90号 一部2円 

発行所五所川原市役所 印刷所陸奥印刷株式会社 

好天に恵まれた日本体操祭五所川原大会は多数の観衆を集

め、北斗グランドで 3・500 余名の小．中．高校生が参加し
て盛大におこなわれました。 

開会式は午前九時、花火を合図にはじまり、国歌斉唱国

旗掲揚のあと山口清次郎大会長（市教育委員長）の開会の

あいさつ、主催者である日本放送協会、 朝日新聞社のメツ

セージの代読、佐々木市長が祝辞をのべ、 最後に参加者を

代表し、五中三年生の桜井徹君が力強く宣誓し了式がおわ

り、演技が開始されました。 

また開会式場上空は朝日新聞社本社機が低空旋回し、花

東を没下するというーコマもありました。 

演技開始は参加者および来賓、 観衆全員が五所川原工業

高校、 開米啓蔵教論の指導で準備体操をおこなつたあとフ

オークダンス、 史上最大の作戦マーチほかマスゲーム、徒

手体操、美容体操など各校それぞれの特技を披露しました 
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五月の空に躍動する 

  

      

      

     

血 
ノ、 若人の祭 

  

       

       

       

ス
 

ー
 ユ

 
ニ
 

政
 

市
 

( 1 )  

火
事
だ
。

さ
あ
火
を
た
い

て
、
 

あ
あ
蒸
気
が
で
ま
し
た
 

お
わ
か
り
で
す
か
。
 

永
い
間
市
民
の
み

な
さ
ん
に

親
し
ま
れ
て
き
ま
し
た
、
蒸
気

ポ
ン
プ
二
台
の
う
ち
、

こ
の
ほ

ど

一
台
が
廃
車
と
な
り
、
県
の

消
防
資
料
と
し

て
寄
贈
さ
れ

る

こ
と
に
な
り
ま
し

た
。
 

こ
の
ポ
ン
プ
は
明
治
四
十
五

年
五
所
川
原
常
備
消
防

団
で
、
 

東
京
市
原
ポ
ン

プ
製
作
所
か
ら

三
千
円
で
購
入
し
た
も
の
で
、
 

大
正
元
年
、
そ
し
て
昭
和
十
九
 
 

一
一
十
一
年
の
大
火
の
際
に
は
大
 
 

活
躍
し

て
お
り
ま
す
。
 

ま
た
現
在
な
お
使
用
し
て
い

る
ポ
ン
プ
は
大
正
二
年
に
購
入

し
た
も
の
で
、
も
ち
ろ

ん
県
内

で
は
一
台
き
り
と
な
つ
て
お
り

ま
す
。
 

農
繁
期
の
幼
児

の
水
死
事
故
、
 

交
通
事
故
な
ど

の
防

止
対
策
と

し
て
、
市
で

は

今
年
も
田
植

期

間
中
、
婦
入
会

民
生
委
員
等

の

協
力
を
得
て
、
 

さ
る
十
五
日
か

ら
各
地
区
で
季

節
保
育
所
を
開
 

設
し

て
い
ま
す
 

が
、

一
一
十日
に
 

は
予
定
の
十

一
 

カ
所
全
部
が
開
設
、
そ
の
入
所

幼
児
数
も
七
〇
〇
名
以
上
に
な
 
 

つ
て
お
り
ま
す
。
 

ま
た
二
十
日
か
ら

三
日
間
、
 

私
立
家
政
学
院

の
生
徒
が

各
地

区
に
三
人

づ
つ
保

母
と
し

て
、
 

奉
仕
し
感
謝
さ
れ
て
お

り
ま
す

な
お
開
設
さ
れ

て
い
る
季
節
保

育
の
開
設
場
所
は
つ
ぎ

の
と
お

り
で
す
。
 

水
野
尾
、

金
山
、
小
曲
、

梅
田

中
泉
、

長
富
、
吹
畑
の
各
集
会

所
、
長
橋
支
所
、

飯
詰
公
民
舘

沖
飯
詰
八
幡
宮
、

川
山
神

明
宮

と
な
つ
て
お
り
ま
す
。
 

芸
協
六

月
例
会

は
 

9

日
五
高
講
堂
で
 

芸
協
六
月
例
会
は
鈴
木
章
治
と

リ
ズ
ム
・

エ
ー
ス
を
迎
え
九
日

午
後
六
時
半
か
ら

五
高
校
講
堂

で
お
こ
な
わ
れ

ま
す
。
 

記
念
樹
を
希
望
者
に
 

全
国
植
樹
祭
な
ら

び
に
全
国
緑

化
大
会
が

二
十
日
、
天
皇
、

皇

后
両
陛
下
を
お
迎
え
し
、

東
郡

平
内
町
で

お
こ
な
わ
れ
ま
し

た

が
、
県
で
は
こ
れ
を
記
念
し
、
 

今
年
五
月
二
十

日
に
生
れ
た
人

に
記
念
樹
を
贈

る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。
 

こ
の
苗
樹
は
キ
リ
、
ク
ル
・、
、
 

ク
リ
、
 コ
パ
 
ハ
ンノ
キ
を
贈
る

こ
と
に
な
つ
て
い
ま
す
。
 

希
望
者
は
二
十
八

日
ま
で

市
役

所
農
林
商
工
課

ま
で
申
込
ん
で

く
だ
さ
い
。
 

蒸 気
ポンプ 

、“、 

、ー 

5
2年
間
の
お
つ

と
め
 

ほ
 
ご

苦

労
さ
ん
で
し

た
 I ―市纂議育所―I 



両
陛
下
御
来
県
記
念
植
樹
 

湊
団
地
と
遊
園
地
に
 

(2) 

り
 柳

 

農繁期の労力不足に備え 

作業は計画的に実施しましよう 

＜ り ん ご＞ 

田植の最盛期となつて、 りんご園の見回りがおろそかに

なりがちです。園地の見回りはてぬかりなく、特に次のこ

とに注意いたしましよう。 

① 草生栽培をやつている方は今月中に 1 回は必ず草の刈

取りをやりましよう。 草生はりんご樹と養分や、水分の

うばいあいをするので、 りんごにとつて 1 年を通じて一

番大切なこの時期『こ草を刈取つてたすけてやるのです。 

③ せつかく高い労賃でやつた授粉作業も、 実ぐされから

株ぐされと移つては、 目標とする結実量を確保すること

ができなくなります。 こまめに見回つて実ぐされを摘み

とりましよう。 

② ゴールデンの摘果と小袋かけをはじめましよう。 品質

を高めるためには花が散つてから 10日～15日頃までに小

袋かけが必要です。 ならせ過ぎは青実が多く出、小袋か

けがおくれるとサビ果が多いので実すぐり、 小袋かけを

急いで下さい0 

＜畑作・そさい＞ 

① 大豆．馬鈴薯・・・田植えを終つたらできるだけ早く雑

草の繁茂しないうちに中耕除草培土を行ないましよう。 

② そ さ し、 

△果菜類の定植時期です。 石灰やその他の肥料を充分施

して、 日中地温が上つているときに実植を行なつて下

さい。 

ムにんじんの種まき適期です。 トウ立ちの少ない品種を

選び、乾燥に弱いので注意して下さい。 

△ねぎ類のタマネギパェには、 ドリン剤か有機燐剤を地

ぎわに充分散布して防除しましよう。 

公

聴

会
告

示
 

五
所
川
原
市

議
会
総

務

常
任

委
員
会
公
聴
会
開
催

に
つ

い
て
 

五
所
川
原
市
議
会
総
務
常
任
委
員
会
は
左
記

の
要
領
に
よ

り
公

聴
会
だ
開
き
ま
す

か
ら
意
見
を
申
述
べ

た
い
方
は
申
し
出
で
下
 

さ
い
。
 

、
 

五
所
川
原
市
と
五
所
川
原

ロ
ー
 

タ
リ

ー
ク
ラ
ブ
で
は
天
皇
、
皇

后
両
陛
下
御
来
県
を
記
念
し
、
 

植
樹
祭
を
十
七
日
、
湊
公
営
住

宅
団
地
と
柳
町
児
童
遊
園

地
で

そ
れ
ぞ
れ
お
こ
な
い
ま
し
た
。
 
 

ま
た
児
童
遊
園
地
に
は
、
も
み

じ
、
ト
ウ
ヒ
を
各
二
〇
本

植
樹

し
ま
し
た
、
な
お

ロ
ー
タ
リ
ー
 

ク
ラ
プ
で
は
こ
の
ほ
か
五
小
校

南
小
校
に
パ
ラ
苗
を
そ
れ
ぞ
れ

二
〇
本
贈
り
ま
し
た
。
 

記
 

一
、
案
件
 
請

願
第

一
号
 

請
願
 

の
 
要
旨
 
 

五
所
川
原
中
学
校
の

移
転
新
築

に
関
す
る
請

願
に
つ

い
て
 

ス
 

一
 ユ

 

ー
 
ー
 

政
 

市
 

学
校
）
栄
地

区
2
8日
（
栄
支
所
）
 

松
島
地
区
2
9日
（
松
島
支
所
）
、
 

梅
沢
地
区
3
0日
（
梅
沢
支
所
）
、
 

長
橋
地
区
3
1日
（
長
橋
支
所

）
、
 

時
間
は
各
地
区
と
も

午
後

一
時

か
ら
三
時
ま
で
全
地
区
で
都
合

に
よ
り
接
種
で
き
な

か
つ
た
人

は
六
月
十
日
、

午
前
九
時
半
か

ら
午
後
三
時

ま
で
市

立
西
北
中

央
病
院
で
お
こ
な
い
ま
す
。
 

な
お
昨
年
六
月
以
前
に
生
れ

た
幼
児
で
ま
だ
種
と

う
を
し
て

い
な
い
人
は
必
ず
接
種
す

る
よ

う
に
し
ま
し
よ
う
。
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当
日
は
市
か
ら

佐
々
木
市
長
、
 

岩
舘
助
役
、
ま

た
ロ
ー
タ
リ
ー
 

ク
ラ
ブ
か
ら
は

各
役
員
が
出
席

し
湊
公
営
住
宅

団
地
入
ロ

に
松

二
本
、
団
地
周

囲
に
ト
ゲ
ア
カ

シ
ヤ
ー
二
〇
本
 

ク
ほ

う

そ
う

ク
 

接

種
 
日

程
 

昨
年
六
月
一
日
か
ら
今
年

三
月

末
ま
で
に
生
れ
た
乳
幼
児
を
対

象
に
、
ほ
う
そ
う

（
種
と
う
）
 

予
防
接
種
を
お
こ
な
つ
て

い
ま

す
が
、
二
十
七
日

か
ら
の
日
程

は
、
つ
ぎ
の
と
お
り
で
す
。
 

ま
だ
接
種
し
て
い
な
い
人

は
必

ず
接
種
す
る
よ
う
に
し

て
く
だ

さ
い
。
 

毘
沙
門
地
区
2
7日

（
毘
沙
門
小
 

現
五
所
川
原
中
学
校

は
校
地
及
び
校
舎
共
に
教
育
上
、

管

理
上
、
保
安
上
並
び
に
保
健
衛
生
上

不
適
当
な
る
現
状
に

あ
る

の
で
速
や
か
に
移
転
新
築
を
さ
れ
る

と
同
時
に

文
部

省
の
一
斉
学
力
検
査

の
結
果
に
よ
れ
ば
十
八
学
級
以

上
の

大
規
模
学
校

の
成
績
が
最
も
良

好
で
あ
る

こ
と
が
示
さ
れ

て
い
る
観
点
か
ら
市

建
設
五

カ
年
計
画
書
に

は
二
校

の
建

設
案
と
な
つ
て
い
る
が
二
分
し

て
そ
の
成
績
を
低
下
さ
せ

る
よ
う
な
こ
と
の
な

い
よ
う

一
校
と
し
て
建
設
を
し

て
戴

き
た
い
。
 

日
時
 
昭
和
三
十
八
年
六
月
十
一
日

（
火
）午
前
十
時
 

場
所
 
五
所

川
原
市
議
会
議
場
 

申
出
方
法
 
五
所

川
原
市
字

旭
町
五
十
三
番

地
、

五
所
川

原
市
議
会
事
務
局
気

付
、
五
所
川
原
市
議
会
総

務
常
任

委
員

長
あ
て

に
住
所
、
氏
名
、

職
業
、
年
令
を
明
記

の
上
、
意
見

を
申
し
述
べ
よ

う
と
す
る
理
由
及
び
問

題
に
対
す
る
賛

否
を

文
書
で
申
し
出
る
こ
と
。
 

申
出
期
限
 
昭
和
三
十
八
年
六

月
五
日
（
水
）午
后
四
時
迄
 

公
述
人
の
選
定
及
び

通
知
 

申
し
出
ら
れ
た
方
の
中
か
ら
委
員
会
で
選
定
の

上
通
知

い
た
 

し
ま
す
。
 

日
当
 
公
述

人
に
は

出
席
当

日
、
日
当
を
支
給
い

た
し
ま
 

す
、
な
お
詳
細
に
つ
い
て
の
間
合
せ
は
、

五
所
川
原
市

議
会

事
務
局
ま
で

（
電
話
二
、
 一
一
一
番
）
 

昭
和
三
十
八

年
五
月
二
十
一

日
 

五
 
所
川

原
市
議
会
 

議

長
 
松
本
 

与
 
三
 
郎
 

●

、ー
ー
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